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記憶におけるリハーサル効呆について

に
しヽノ 田 基 郎

記銘操作としてのリハーサル， またはコーディンクの辿f呈．こ謁してはこれまでに多大の実験

結果が報告され，その狸論付けが試みられている（Atkinson& Shiffrin, 1968;梅本， 1967),

然るに， この様な領域での実験とその結果の解釈に際しては上記の記銘操作についての理誦付

けが立脚する記憶モデルや実験条件に関しての制約に関する配面が充分でない場合には，結果

の解釈は妥当性を欠くのみでなくむしろ不充分なアナロジーに終始する可能性も否定し難いで

あろう。以上の意味で，小諭は昨年の報告（光田， 1974a) に引き続き上記のリハーサル活動

の効県に関する従来の報；りをまとめ，若干の問題点を指摘することをその目的としたものてあ

る。

1.品協における情報処理モテルとリハーサル活動

さて，本稿で取り上げたリハーサルの間題は記悦の研究の基盤となるモデルの変遷ー一筆者

による別の機会の文献殷望（光田， 1975b) で既に触れたところではあるが， 50年代の連合雌

論に立脚した刺激ー反応モデルから60年代に至って電子計算機による情報処罪過程との対比を

考えた記憶の情報処刑モデルに叫究の関心が移った傾IIrl] と無関係であり得ない。妹に，

これまでに記銘行動を況明する日的で提唱された多くの＇帖報処珂モデル (Murdock,1967, 

Atkinson & Shiffrin 1968; Waugh & Norman, 1965, Kausler, 1974; Fisher & Zeaman, 

1973;吉田： 1969もしくは1[||」と山内1975)に共通して杞摘されているトピックの内，第1に

・li'i報処理システムのJヽートウェアとして惑覚記憶系，娠期記岱系ならびに長期記悩系等の復数

の，各々機能を異にする記樟機構の配置が想定されていることと，第2にこれ等の記槌系を経

由する枯報の流れをガ向付け，記銘行動全体を効果的に辿行させるプログラムとなるコント

ロール操作の一部としてリハーサル記動が位凶付けられている頻向が江目に伯しよう。具体的

には，記銘すべきものとして与えられた叩詔や文章， もしくは連動パターン等は最初，被験者

の惑覚器管への入力｛は号として経験された後に， これらを代表し得る発声動作のハターンや感

冥イメージ， もしくは直物の只体的イメージとしてコードされることによって，既；ここれ等の

代表機能を用いて整l叩されて休制化された過去経験り）叶1に位宜付げられるゆえに必要に応じて

容易しこ想起され得ること，逆：ここれ等のコードを用いることなく，時間軸だけに従って記銘さ

れた場合には必要に応じて想起されにくいことが記憶過程の特徴をなすことが想定されている。

この様な晶悩の過程では，最初に視党，聴党等感覚的な特性のみに従ってコードされだ情報が

上記の感認記樟系で1内至2秒間保持 (Neisser,1967) される間に，視覚的文字のパターンは

佃か， どの様な斉声として知覚されたか等についで［青報の分析と解釈が試みられ，情報のもつ

不必要な特性はこれ以後の情報処狸過程から排除されること，第2にこの様に感覚特性のみに

従ってコードされた帖報は次の処罪段階，即ち短期己極系（こおける桔報処理の対象となる傾向
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が上記のこれまでの報告で指摘されている。短期記憶における情報処理過程は，その情報処理

の容量に限界があることと，特定の感覚入力に規定されることによって特徴付けられる。具体

的には，たとえ文字の形で視覚的に提示された入力刺激の系列であっても，それに対応した発

声動作又は聴覚と結びついた発声動作のパターンの形で想起手掛りが与えられること， さらに

この様な反誦活動のパターンの形で情報が再活性化される事を通じて情報はさらに安定した長

期記憶系に転写され得ること及びこの様な情報処理，即ちリハーサル活動の対象とならない入

力刺激の痕跡は時間経過と共に減衰してしまうか相互に干渉しあう結果，必要に応じて想起さ

れ難い領向が上記の記憶モデルの考え方を通じて広く指摘されている。この他，記憶範囲をオー

バーした多数の項目，リハーサル活動に際しては，被験者が自己のペースで記銘努力を分配し，

3項目毎に系列を区切って反誦することにより項目のイメージを近接させ得る（Wickelgren.

1965)可能性も指摘されている。この様に記銘された内容が，未だ構造化されずに動作の状態

としてのみ存続する不安定な短期記憶系からリハーサル活動を経ていわば知識として構造化さ

れた長期記憶系に転写される領向がこれまでに指摘されている (Craik,1970)。以上， リハーサ

ル効果に関する60年代のリポートに関しては，その手続が刺激提示から再生までの時間内に挿

入された可算作業 (Peterson& Peterson, 1959) やその様な加算作業の困難さが保持量に及

ぼす効果 (Posner& Konick, 1967) を問題にしたものであるか， もしくは自由再生の実験で

系列位置毎に求められた想起量を比較するものであるか (Glanzer,1971)を問わず，そのいず

れもが上記の短期記憶系における保持又は情報， ロスを指摘し，その解釈にリハーサル活動の

効果を想定している (Shiffrin,1973)といえよう。

さらに70年代に至っては，上記の短期記憶系における保持の問題に留まらず，桔報が長期記

憶系に転写された形で存続し得るためには短期記憶系でどの様なリハーサル活動が必要か，に

関して綿密な検討が試みられている。その 1例として Cohen(1970)による自由再生の実験で

は，系列の終末部の項は直後再生の際には刺激提示後直ちに想起されることが指摘され， この

様な傾向は短期記憶系での情報処理が充分な時間行われることなく想起されたことを示すもの

であり， さらにこれ等の項目は長期記憶系に転写され得ないという解釈がなされている。上記

の Cohenの報告では実際に，同一の系列を後で再び想起させた場合には系列終末部の項は想

起され難い領向が指摘されている他， Craik(1970)による同様の報告でも系列の終末部の項は

2回目の再生テストの際には想起され難い頻向か指摘されている。系列の終末部の項目の想起

に関するこれ等の指摘からは，上記の短期記憶系におけるリハーサルが不充分な場合には，情

報が長期記憶系に転写され難い煩向が強調されている。系列終末部の項目の想起に関してはさ

らに，たとえこれ等の項が系列初頭部の項と同程度に反誦された場合 (Craik& Watkins, 1973) 

にも，系列の提示から再生まで15秒閥の間隔をおくことによって系列の末尾の項もリハーサル

されやすい場合 (Jacoby& Bartz, 1972)もしくは提示された項がリハーサルされる時間を変

化させた場合 (Woodward等1973)のいずれにも， 2回目の再生テストでは上記の Cohen等

の結果と同様に系列末尾の項の再生量が減少する頻向が指摘された他，上記の Jacoby等の実

験では系列提示から再生までの時間間隔内に上記の Peterson等と同様のリハーサル妨害作業

が挿入されたにも関らず 2回目の再生検査の成績が向上する結果すら指摘されている。以上よ

り，長期記憶系における保持量の決定は， これまでの Rundus(1971) または Atkinson等

(1968)の指摘とは別の領向，即ち保持量の決定は短期記憶系で情報が保持される時間による
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ものでもなく，頂日の反誦活動を通じてこれ等が音韻レベルでの手掛りを得る程度に依存する

ものでもないこと，いわば入力刺激の情報処理の際に怠味的又は文脈的構造に関した手掛りを

得る程度によって再生検査の成績が決定される (Postman, 1975) という見界がドミナントに

なりつつある一方， これと対応した情報処理モデルの修正 (Bjork,1975)等がなされつつある。

さらに60年代の記憶研究を特徴付ける記憶の図式ーいわば短期記憶系での音韻情報の保持な

らびに長期記憶系での怠味情報の保持という図式に関しても情報処理の方略とその構造化の水

準の考え方による修正が試みられつつある。具体的には，直接記憶においては音韻的手掛りの

効果 (Conrad,1964) による再生促進ならびに音韻水準での類似による干渉効果 (Baddeley,

1966)が得られる反面，忍味的類似による干渉効果は見られない (Levy,1971)が傾向強調され

た反面では短期叫憶系でも訟味情報が｛呆持され得る (Murdock& von Saal, 1967)煩向も一

部では指摘されて来た。この点に関して Schulman(1971) は，入力情報の特性の内でも感覚

水準での情報処理活動の対象となる部分，即ち音韻情報は怠味情報に比べて僅かな時間で短期

記憶系にとり入れられるという，いわばコーディングに関する時間規定仮説による解釈を試み

ている。 Schulmanの指摘では，情報処罪時間が短い場合でも音韻情報を手掛りに短期記憶系

への取り入れを行う方が容易である上にリハーサル可能な時間も生じ得るが，課題が必要とす

る限り忍味情報の利用も行われ得ることが指摘された他，同様に JacobyとGoolkasian(1973) 

によっても情報の提示される速度によっては音韻情報のみがドミナントになる一方で，怠味情

報の処罪は充分に行えない可能性が生じること， さらにこれ等の情報が想起手掛りとして働く

場合迄味的な関連性による手掛りは保持されだ情報への直接の接近を可能ならしめる反面，音

韻的な閲連の利用は課題が要求する方略として利用される場合， もしくは直後再生の場合以外

には効果的でないことが強調され， この様な指摘を支持する結果（古滝， 1975) も報告されて

いる。この様な煩向に関連して短期記憶系では音韻情報の取り入れと｛呆持だけを行うと考えら

れたのは被験者の方略または課題の性質によるものであること及び，従来の記憶系に関する構

造モデルは視覚情報の保持について考えられた結果によるところが大きいという指摘が Craik

とLockhart(1972)等により行われて来ている。

2.情報処理水準とリハーサル活動の問題

前節ては複数の記憶系の独立を想定した記憶の情報処刑モデルについて述べ，それ等がこく

限られた実険手続に依存する限りでしか説得力を持ち得ない点に批判の余地のあることを指摘

して来たが本章ではこの様な構造モデルにかわるものとされだ情報処珂水準 (Brown,197 4)に

関する記憶モデルについて述べ，その若干の間題を指摘したい。

Craik (1973)に代表される情報処即水準の考え方は，情報入力の分析される水準として上記

の音韻情報で示される様な物郎的な水準から怠味的文脈的水準での情報処理に及ぶ多様な水準

を念頭においていること，及び記憶痕跡はこの様に多くの水準で情報処理が行われた結果とし

て生じて来ること， さらにどの程度にまで多様な水準で情報処罪がなされ，その結果として複

雑な形での分析が行われたかによって記憶痕跡の持続の程度が決定することにより特徴付けら

れる。例えば上記の CraikとLockhart(1972)の論文ではリハーサル活動について既に進行巾

の音韻水準等での情報の分析と保持を行うリハーサル活動とさらに別の水準での情報の分析と

保持を促進するリハーサルに分けているものの，後者は長期記憶系への転写を考えたものでな
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いことに特徴付けられる。さらに， この様な入力分析は継時的に行われるのでなく時間的にみ

て重複し得ることが最近の Bjork(1975)のモデルで想定されている。

Bjorkの指摘によれば，入力の分析と短期ならびに長期記憶系との中間に位骰し， これ等の

間の情報の流れをコントロールする機構として中枢情報処理機構の存在が想定されている。

Bjorkによれば前章で述べだ情報処理モデルではコントロール過程とされていた注忍， リハー

サル活動等の記銘操作がこの情報処理機構の働きとなるのみならず，情報入力の特定の側而に

注目し， これを読み取りさらにこれ等と長期もしくは短期記悩系から想起された情報とを相互

に関連付ける働きも， この様な中枢情報処理機構の働きとされている。 Bjorkによれば，図 1

の入力痕跡は従来の情報処狸モデルにおける感覚記憶と対応させられた他， これと同様中枢処

理の出力はそれが入力痕跡一部の形をとるか長期記憶系又は短期記憶系の出力の形であるかを

閻わず全て従来の情報処理モデルにおける短期記憶との対比を試みられている。さらにこの様

な短期記憶は従来のモデルにおけると同様に動作的i亡憶の状態で持続し上記の巾枢て再度の処

鯉又はリハーサル活動の対象とならない限り類似の項目の痕跡との干渉により消失することも

指摘されている。この他上記の Craik(1973) の報告においても，短期記憶は被験者に知覚さ

れた経験内容の特定の側面を保持しようとする記銘方略の結果であるとの解釈が試みられてい

る。この様な観点からは精神薄弱者の短期記憶の障害について検討し， これを記銘すべき材料

に注目し保持する方略を立案する過程が課題遂行に不適切な形で示されたものと考える立場

(Brown, 197 4)すら生じている。その一例として明るさの継時比較の課題を用いた知覚的短期

記憶の課題で， リハーサル又ば情報の休制化が期待出来ない条件設定の下では精薄児と正常児
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の保持成績の差ならひに正常児間の年令；’,だが得られない傾向 (Belmont,1967) から Brown

(1974)はこの様な結果は短期記悩に襲する従来の構造モデルでは説明し得ないことを強調し，

記憶の障害は短期記憶そのものの障害をなし記銘方略の不適切さに負うところが大きいことを

強調している。このよりな観点から Brownさらに Jacoby等 (1975)は従来の情報処罪モデ

ルで緑返し指摘されて来た品憶の構臼とそれ等のコントロール過程の区別を認めた上で，記銘

課距の遂いはこの両者の相互作用によることを指摘する一方，後者の効果を軍視するに至って

いる。以 lくてはリハーサルの間題中心にこの点について芳丁・の具体的な問題を指摘したい。

最初に Brown(1974)は，幼児または精呻薄弱者による記銘課趙の遂行に際して見られる障

害のパターンの区別として，媒介方略り）刊用そのものか不可能な状態と効果的な媒介力略を作

り出し得ない状態によぅて待徴付けられる障害との区別 (Flavell,1970)が試みられている事

丈とリハーサル方略との対応を打った上，前者は適切なリハーサルカ略に関する教示にも関ら

被験者がこの様な方略による成績向上を示し得ない場合に対応すること， さらに後者につずい

ては捉ふされた項目を頼負LIりに反誦ずる日己銘方略の訓斎丸こより， 怪度の帖神薄弱者の町几量は

増加させ得る (Brown'：・合， 1973)事丈との対応を考えている。然るここの様な積算的リ八ーサ

ル活動の効果も阪界のあること，具体的には幼児又は精神薄弱者の場合には系列初頭の 3項目

禾旱度の反誦しか打えない (KingsleyとHagen1969)他，精神薄弱者の記憶範囲も 3項目程度

(Spitz, 1973)に限られることから BrownIよ記銘課題の遂行に際しては卜記の記悩の構造又は

情報應I用容凩に限定される煩向を認める一方で，記銘い動が方略の不辺切さ又はそれに関した

訓練に規定される煩向を考えている。この他 Baddeleyと Hitch(1974)は記憶範囲は中枢の

桔報処理容欺に規定される反面，系列末尾の項の自由再生の際に見られた新近性効果がこの様

な新近性の『掛りを用いた想起方略：こよるものてあることを強調する一刀で，従来の短聞記憶

の考え方てはこの様な現蒙↑てが単一の己憶系またはn已惚の過程の効果に帰結させられていた

領向を批判している。

砧報処兜水準の問組に関しては，以上で述べだ清報処］埋容塁の阪界と記銘方略の問題のみな

らす，意図的なコントロールの下ての記銘課題の遂行の過程についてもその重要性が上記の

Brown窪こよって強』関さiしている。 LiI」ら，幼児ならひ：ご柏神薄弱者の記銘活動の過程を受動的

に行われる過程として特徴付けることか試みられている。いわば記銘泊勁の遂行はリハーサル

又は提示された項目の範疇化等既に獲得された個々の記銘方略のレパートリーによると同様そ

れ等が課題に応じて適切に選択され使用される程度によると考える一方で，記銘課題に対する

怠図的な取！］組み方 (Smilnov& Zinchenko, 1969) もしくは，記銘（囚動に関して予め忍図的

に計匝をたてる過程 (Flavell,1970) の発達的変化か Brownに上ぅて平視されている。

3. 1；己銘操作としてのリハーサル活動の問題

前節ては丘□憶におげる＇帖恨処理過 f印こ汀目し，＇t青祖処阿水準の開ご：こ閃する文献展望を試み
て来たか， 本節はこの様なI青報処理辿程におけるリハーサルの効．夏こついて若干の具｛本［lり問題

についての指摘を試みることをその日的としたものである。最初に精神薄弱児の記憶研究の際

に取りあげられたリハーサル効土としては， Ellis(1970) の系列学習の実験が考えられよう。

この寺l'！告でば柏薄児の系列学習では系列初頭効果のこ•`< ／吊かの項1・1iこついてしか見られない領
向，ならひに捉示時判の培）川に伴った成紐の向上か見られない領向か指摘され， これと従来の
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Glanzer等 (1966)の成人を被験者とした実験結果との対比を行った上で精薄児ではリハーサ

ル効果の見られない煩向が強調されている。この他 Belmontと Butterfield(1971)は被験者

ペースで項目提示を行わせる手続により，実験条件として与えられた提示時間と，実際に記銘

操作に用いられる時間の差を最小限にする手続の下で系列位筐毎にみた提示時閲の変化を図式

的に表現している。この様な結果から Butterfield等は正常者では先行の項目を一まとめにし

て反誦する活動が後続の項の提示中に繰返し試みられるところのいわゆる積算的リハーサル方

略がとられる一方，精神薄弱者の場合にはこの様な系列位附毎の提示時間の変化に示された記

銘方略は生じて来ないこと， さらに精薄児に上記のリハーサル活動を模倣させることにより再

生量に関する系列初頭効果は生じ得ることを示唆して来た (Butterfield等， 1971,1973)。

McBane (1973)は上記の結果との関連でリハーサル容量は記憶系の構造に規定される反面， リ

ハーサル方略とその使用は記憶系の構造に規定されないコントロール過程によるものであると

いう示唆を試みている。

以上 Brown(197 4), Butterfield等 (1971,1973)又は Craik等 (1975)の指摘を通じて記

銘学習の過程は（イ）リハーサルを経たより永続的な学習ならびに（口）リハーサルよりも提

示された項目への注意に規定される受動的且つ一時的な学習の区別が試みられた他，課頴に応

じて必要な情報が想起される場合には上記の記銘行動に対応して（イ）情報を再構成する活動

と（口）意識され得る情報の走査だけに留まる活動の区別が試みられている。さらに精神薄弱

者の記銘行動については上記の記銘行動が必要に応じて協応され得ない領向が Butterfield等

(1973)によって強調されている。

この様にリハーサル活動を経た情報の保持と想起の過程に関しては，筆者のこれまでの報告

でも（光田， 1974b, 1975 a)同一の連想反応を共有する複数の項の巾で系列初頭部に近い項

目ほど想起されやすい反面，被験者ペースによる提示時間は短縮される領向を指摘することに

より，上記の Butterfield等による積算的リハーサル活動又は Underwood(1973)の結呆と

の対比を試みた他，連想反応を共有する項目の間に無関連の項を挿入する手続により，上記の

積算的リハーサルの程度がこれ等の項目の近接(Jacoby,1973)の程度に規定される煩向をぷし

て来た（光田， 1975C)。以上より，リハーサル活動によって関連する項目が一つの平位として

保持され，想起手掛りに従って再構成されること，さらに Fritzen(1973) が指摘する様に同

ーの系列内においては相互に関連する項が一まとめにリハーサルされる結果， リハーサルの対

象となる項目数が減少させられた場合と同様の効果を生じること，従って同一系列内では上記

の一連の関連項目以外の項の保持量も増加させ得ることも可能と考えられた。然るに，上記の

Fritzenの実験では従来の Atkinson等 (1968)の構造モデルによるリハーサルバッファーの

容量限界の効果が重視され，一定のペースでの項目提示時閻内でのリハーサルの可能性の増加

が考えられてはいるものの，系列の提示巾において実際に情報処理に費される時間の変化を考

えた場合にはさらに異なった結果も期待されよう。この点について筆者 (1976,未発表）は被

験者ペースの項目提示の場合には，上記の一連の関連語以外の項の保持向上が見られない傾向

を指摘し記銘方略の効果についてさらに検討することの必要性を強調する試みを行っている。

4.結論と要約

本報告においてはリハーサル効果の研究における従来の情報処理モデルの限界が指摘される
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過程しこついて文献展望を試み， さらにこれに代るものとされだ情報処理水準の問題についてこ

れまでに提起された研究動向について述べて来た， さらにこの情報処理水準モデルも，上記の

情報処珂モデルの基底をなす情報処理容量の限界を認め， これと両立するものであることが

Brownゃ Butterfield 等による精神薄弱者の記銘学習の研究で明らかにされた。この様な情

報処理容量の限界の下で実際に示されるリハーサル活動により詳細な分析を行うことが今後の

課題として残されたといえよう。
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Effects of rehearsal activities on human memory 

Motoo Mitsuda 

This paper was delivered in an attempt to give a detailed review of the literature 

concerning rehearsal activities in human memory. 

In this paper, the trend away from information processing flowcharts toward 

.a level of processing analysis was reviewed. The generality of the phenomena pro­

posed on the encoding operations which were carried out during the item's initial 

presentation was stressed. 




